
、

． 

んです＠
ソルジぉニツインロつい

て

は評
価
が
分
れ
る
ん
で
す
持

にも

か
か
わ

Fりず政
府
の
や
り

方は廷
し
く

な
い
と9

そ
れ
が
同
時
に
反
体
制
知
識
人
と
し

て
存
在
し
て
い
る
サ
ハ
ロ
ヲ
と
か、
鹿

史学のロイ・メドヴ31デフとい・

う
人
遥
に
対
す

る共
感
に
も
な
っ
て
い

ま
し
て
ねρ

日本で
は
ソ
ルジ甲山一一ツイン
を
施

適
す
る
あ
ま
り
「
ソ
連
社
会
は
グ
メ

だ、
そ
の
か
わ
り
中
国
は、
そ
の
問
題

に
政
い
に
な
る」
と
い
う
見
方
が、
ソ

ルジェニツイン問題をやっている．

イ
ン
テ
リ
に
多
い
ん

で与す
が、
こ
の
点

は
サ
ハ
ロ
フ
に
せ
よ、
メ
ド
ヴェ
1
デ

フ
に
せ
よ、
ソ
連
知
識
人
の
共
通
性
と

し
て、
現
在
の
毛
沢
東
の
中
国
は、
彼

ら
が
拡
判
し
よ
う
と
し
た
ス
タ

ーリ
ン

時
代
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

見方
で

は一
致
し
て
い
ま
す
ね。

市
東
戦
争
で
は、
必

ずしも
ソ連
の
滋

図通
りに
終
っ
て
いない。
だか
ら照的

張
経
和
に
は
限
界
が
あ
る
の
で）
や
は

り
研
ぐ
べ
き
牙
は
も
っ
と
研
げ
よ
い
ヨ

タ
カ
派
の
押
し
返
し
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
しょ
う
か。

中
嶋

そう
で
す
ねG

喜一
戦
争

は
ソ
速
に
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

われるものに対する
榔剥が、クレ

ムリンの
内部では、
色しろタカ流

の
側
か
ら
出
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょうか。つ
ま
hu
J
ソ
連
社
会
の
減
施
が
西
欧

佑
ヘ
向
お
う
と
す
る
も
の
が
あ
る。
そ

れ
を
抑
え
る
よ
う
な
イデ
オ
ロ
ギ
i
な

いし
は態前
をパこ
の際
も

う少し強

は
な
い。

肝
心
の
米
ソ
訴
存
体
制
も
こ
の
と
ミ

ろ
少
し
カ
ゲ
リ
が
見
え、
軍
縮
交
渉
の

問
題、
シベ
リ
ア開発
の
アメリカと

の協力
問
題

110

永
末
そ
れ
とユダヤ入問
題と

か
ね。中

嶋

そ
う
い
う
難
か
し
い
隠
簡

が
プ
レ
ジ
ネ
フ
体
制
に
次
々
に
提
起
さ

れ、
ど
う
も
カ
ゲ
り
が
あ
る
と
い
う
ζ

とでしょう。
永
末

日
本
で
も
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ

イ
ン
の
収
容

所群
島
の
完
訳
が
出
て
反

舗
を
時
ん
で
い
ま
す
が、
ソ
速
で
そ
の

蹄が
出
ま
し

たか。

中
嶋

モ
ス
ク
ワ

大学
に
は
私
の

教
え
子
も
い
る
ん
で
す。
ソ
ル
ジ
ェ
ニ

ツ
ィ
シ
の
作

品が
海
外
で
出
る
と、
地

下出版は当然のことのように行き

渡
っ
て
い
る。

イ
ン
テ
リ
の
中
に
も、
こ
の
間
題
で

は
内心
紐
侶
た
る
も
の
を
感
じ
て
い
石

がね。中
嶋

そ
う
で
し
ょ

うね，
私
が

ソ
連
で
感
じ
た
の
は、
一
時
期
の
よ
う

に、
プレジネフ・
ドクトリン
を提

起
し
た
六
九
年
以
降
の
よ
う
な
プ
レ
ジ

ネ
フ
の
健
在
住
を
ど
う
し
て
も
感
じ
ら

れ
な
く
な
っ
た。
ソ
連
の
社
会
自
身、

西
欧
佑
へ
の
衝
動
が

非常
に
強
く、
こ

す，
bか
し文佑
大革命のよ
うな
滋

味
で
批

林勤
孔

運動
が
燃
え
て
い
る
と’

は
見えなかった。
恐
ら
く最
初、
拙…

林
抱
孔
運
動
を
起
し
た
意
図
と
単
年
以…

上
た
っ
た
時
期
と
で
は
違
っ
た
意
味
で…

使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
…

私
の
見
た
と
こ
ろ、
革
命
運
動
の
原
点…

に
立
ち
返
っ
て
の
批
林
批
孔
運
動
は主…

永
末
ソ
述
の
プ
レ
ジ
ネ
フ
書
記

張できるんたと、だから、いわれ…
長が約一一一ヵ月也く人前に出なかっ

た
よ
う
に
政
治
よ

り経
済
に
撞
点
が
位…
た
の

で問
縞
に

以り
ま
し
た
が、
イ
ギ

かれ、その経済をうみ出す政治の…リスのウィルソシ首
相が一一月に前

原点が中間活命ですが、
それは同…
関したら
出てきて、
プレジネフ政

時
に
拡

林批
孔
な
ん
だ
と
い
う
惑
味
に…
織
の
儲
配
ぷ
り
を

訴し
た
わ
け
で
すρ

使
わ
れ
て
い
る
よ

うな、
今
あ

る潮
流…
し
か

し相手
方
の
ニ
ク
ソ
ン
の
退
却3

に
反
潮
流
と
い
う
の
で
は

なく
て、
抗…
プ
ラ
ン
ト

の東
方
政
策
に
合
わ
せ
て
ヨ

林
抱
孔
よ
り
は
拙
孔
批
林
と
孔
の
ガ
に…
1
ロ
ッ
パ
政
策
を
や
っ
て
き
た、
そ
の

非
常
に
撞
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で…
プ
ラ
ン
ト
の
失
脚、

中東
戦
争
で
ア
ラ

し
よ
う
か。
最
初
は
林
の
方
に
あ
っ
た…
ブ
側
を
支
綴
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、
ま
ァ
今
の
毛…
ア一
フ
プ
と
ソ
連
と
の
簡
に
は
何
か
冷
た

・
周
体
制
が一
応
相
対
的
な

安定
期
に…
い
胤
が
吹
い
て
い
る。

入
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね。
、
一

そ
う
い
う
も
の
が
ソ
連
の
最
高
首
脳

中
嶋
そ
う
で
し
ょ
う
ね。

憾
に
さ
ざ
波
を
武
て
て
い
る
の
で
は
を

わかと
思われ
る
フシ
が
あ
るん
です

宅・
燭

時代は、
も
うこれ
で何と

か
行
き
た
い
と
い

う樹
定
住

をも
つ
も

の
で
す
け

れど
も、
そ
う
い
う
合
績
が

出
来
て
お
P、
慢
の
中
に

は問題
は
残

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が、
こ
れ

も
郵
小
平
と
か、
強
審
橋
と
い
う
党
宮

僚
が、
軍
事
問
題
を
政
治
的、
行
政
的

に
指
噂
す
る。
郡
小
平
は
政
治
議
員
の

をあっ党官
僚が
出て
きて、
江情夫

人
に
つ
な
が
る
と
い
わ

れる、
い
わ
ゆ

る文革派の人連はパッとしなかっ

た。こういう時代になると周恩来

以
下、
閣
務
院
宮
僚
の
存
在
は
大
き
く

な
る
わ
け
で、
時
代
の
要
請
に
答
え
る

よラな
潮
流
が結
局
は強か
ったρ

と
れ
を
潮
流
と
私
は
呼
ん
で
い
る
ん

林批
孔溜
動
が文踏に
倒的く
大

衆運輸

と
し
て
高
揚
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

た
ん
で
す
が、
そ
う
い
う
雰
囲
気
は
ほ

と
ん

ど見
られ
なかっ
た。
こ
の拡
林

抱
孔
溜
動
は、
当
初
の
路
線
闘
争
な
い

し

は政沼
闘
争
的
な
背
煩
を
変
質
さ
せ

今
日
に
歪
っ
て
い
る。
と
く
に
去
年
の

秋
以
来、
そ
の
傾
向
が
目
立
つ
よ
う
な

<4> 第739号

永
末
中
国
は
十
年
ぷ
り
に
全
国

人
民
代
表
大
会
を
開
き、
新
し
い
憲
法

を
作
り
ま
し
た。
毛
沢
東
主
席

は出
な

か
っ
た
の
で
す
が、
病
気
を
噌
さ
れ
て

い
た
周

恩来
首
相
の
政
権
が
続
き、
郵

小
平
副

首相
が
名
実
と
も
に、
政
権
の

大
き
い
柱
にな
っ
て
い

申字。
文
化
大

蔀
命
以
来、
林
彪
事
件
等
が
あ
り
ま
し

h録、
軍宮区司令の配胞などを考

え
る
と、
よ
う
や
く
落
着
い
た
ん
で
は

目
な
いか
と恩われ
ま
す
ねo

ード

中
嶋
私、
社
会
主
義
の
三
つ
の

月
国
を
同
時
に
訪
れ、
貴
重
な
体
験
を
し

3
ま
し
た
が、
八
年
ぷ
り
に
申
国
ヘ
行
っ

凶門
て
驚
い
た
の
は、
予
想
し
た
以
上
に
落

引

着
い
て
い
る
ん
で
す
ね。
中
国
で
は
拡

和昭

、e
II 

、圃．
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西
欧
化

へ

の

衝
動
お
さ
え
る
動
き
も

経
済
建
設

中

心

に

J、

本

格

的

な
国
づ

く

ら

． 

体
簡
を
般
も
よ
く
持
っ
て
い

る人
物
で

今
度
は
軍
の
総
参
謀
長、
党
中
央
政
治

局
帰
任

議員
で
す
か
ら、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
進
ん
で
行

く
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

永
末

私
も一
昨
年
の
九
月
と
昨

年
の
八
月
に
行
き
ま
し
た。
拡
林
批
孔

運
動
が、
こ
の
間
に
起
っ
た
わ
け
で

を
与
え
て
い
る
と
思
い

ます。
プ
レ
ジ

ネ
フ・
ド
ク
ト
リ
ン
以
来
の

ソ連
の
外

交
は、
活
欲
的
に
あ
ち
こ
ち
に
出
て
行

っ
て
い
石
ん
で
す
が、
必
ず
し
も
成
功

し
て
い
ま
せ
ん
ね。
ア
ジ
ア
集

団校
保

問
題
で
も、
イ
ン
ド、
ア
大
陸
あ
た
り

で
は、
か
な
り
影
響

力が
出
て
き
て
い

ま
す
が、い
ア
ジ
ア
全
域
を
轡つ
も
の
で

潤して行かなければ
い
けな
い
と
い

う
狩
閥
気
が
出
て
き
て
いる
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
で
す。

永
末
プ
レ
ジ
ネ
フ
外交
は、
一

宮
で
い
え
ば
デ
タ
ン
ト
の
シ
ン
ボ
ル
み

た
い
な
も
の
で
すJ
ね。
そ
の
緊
張
緩
和

政
策
が
イ
ン
ド、
パ
キ
ス
タ
ン
戦
争
で

は、
あ
る
蕊
昧
で
成
功
し
たむ
し
か
し

れ
は、

とめ
ど
も
な
い一
つ
の
潮
流
と

し
て
浸
透
し
て
い
る。
こ
れ
に
ど
う
対

処
す
る
か、
内
政
的
に
も
問
題
が
出
て

き
て
いる
の
で
はない
でしょ
うか。

ソルジェニ
ツイン事件と
か、
チ甲山

コ
事
件
以
来
の
イ
ン
テ
リ
の
体
制
挑
判

は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
し、
一
連

のデタント〈緊張緩
和）
外交と
い

気
が
し

ます。
申
随
時
こ
れ
ま
で
の
で

すが、
指
林
抱
孔
運
動
の
時
は
皮
湖

政
治
第一
と
い
う
社
会
か
ら～
い
よ
い
流、
つ

まり

潮流
に
迎
う
こ
と
が
目
的

よ経済強設
を中心と
する本格
的
なで
あ
るし、
文革
の継京
であ
ると盛

国
づ
く
り
へ
の
転
換
が
大
き
く
進
み
つ

ん
に
い
わ
れ
た
ん
で
す
が、
今
回
の
全

つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す。

国
人
民
代
表
大
会
の
諸
文
献
を
説ん
で

全
国
人
民
代
表
大
会
も、
そ
う
い
う
見
る
と、
二
年
前
の
十
金
大
会
の
時
に

雰
閤
気
を
反
映
さ
せ
て、
党
に
お
い
て
あ
れ
ほ
ど
魁
吹
さ
れ
た
反
潮
流
と
い
う

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
実
務
的
能
力
雷
繋
を
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い。

． 

． 

． 

． 
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、

じ
な
い
現
状
間
足、

それ
を
プ
ラ
ン
ト

政
権
が
承
認
し
た
わ
け
で
す。
同
じ
発

想
で
く
る
な
ら
ア
ジ
ア
集
団
安
保
は
ア

ヲ
ア
の
現
状
間
定
と
な
ら
ざ
お
を得
な

い。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
日
水
が
製

求
し
て
い
る
北
方
領
土
の
巡
巡
と、
ァ

汐
ア
鍛

団安保
を
日
本
が
も
し締
め
る

とす
る
と二
部背反
にな
るし、
中
国

と
も
向

愛回
っ
た
関
係
に
な
り・
記す。

中
嶋
ソ
器、こ
の

街震

構惣
を

六九年
に
打
出
し、
各
側

黙般

的
に
当
P、
イ
ン
ド、
イ
ラ
ク、
パ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
は
友
好

条約、
友
好
協

力
柴
約、
平
和
友
好
協
力
と
い
う
形
で

そ
の
中
に一
た
ん
緩
急
あ
れ
ば
双
方
が

協
議
す
る
と
い
う

協議
条
項
を
入
れ
て

形のよではソ連の攻艇のもとに屈

し
た
観
が
あ
る
わ
け
で
す。
日
本
に
対

ずあ攻
勢も非常に激しいものがあ

り
ま
す。

中ソ外交を棋前…に点甘えて
黙なか

っ
た
罪
舗
が、

今大き
い
波
紋
を
受
け

る
段階にきた。
状m仰がホット
な
だ

け
に
し
医り
く
聞
を
お
く
よ
う
な
対
応

が必裂なようなん到もするん
ですρ

永
宋
外交はツパ湖町五日いの

関係
で
す
が、
日
本
で
は
友
好

縦錨
占

いう
とニコニコ
主弱み
た
い
に
とら

れ
て
い
あ。
一
昨
年
中
国
ヘ
行
っ
た
時

姫
掛
掛川
外
相
が
「
日
本
が
十
分
な
軍
事

力
を
も
た
な
い
間
は
日
米
安
保
条
約
を

も
っ
て
いるの
は当然だ」
と
い
っ
て

中嶋嶺雄

． 

J、

ゆ
く。
つ
ま
り式
加
に
よ
っ
て
諸
伎
の

盟

主と
な
石
の
が
る
潤
者
で
す

から、

そ
う
い
う
樹
者が
求
め
あ
椴
力
に

反対

す
る
んだと
い
う
こと
です 。と
い
う

こ
と
は、
七
0

年代
の
は

じめから
ク

ロ
ー
ズ・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ブ
レ

ジネ
フ・

ドクトリシなり、アジ
ア鈍
団佼保

制
と
い
う
ソ
連
の
新
し
い
戦
略
腹
開
を

申
閣
が
十

分に
ら
ん
で
使
っ
て
き
た。

七
三
年
に
な
る
と
「
深
く
地
下
道
を

掘
り、
至
る
と
こ
ろ
で
倉
糧
を
貯
え、

覇
権
を
求
め
な
い」
と
い
う
毛

沢東
の

新しい指示として随所に出てくる

求
し、
日
木
側
は、
第一一一
回…
に
つ
い
て

入れ
る
の
は
虫
ま
し
く
な
い
と
低
抗
し

てい
ると伝えら
れ
てい
ます 。

私
は

刷mm剛腕外
務
強
風
会
で

宮沢外

相
に
「

日中

糾問
問
明
で
第一一一
間
も
し

く

は筋一一一
閣
の
鉛
聞
に
対
し
て
翻
栂
を

求

めあ
場

合には

反対す
る
こ
と
に
閑

却したと
約探したu
申闘倒は当然

その
反
対

の方法 、
手段
につ
いて話

合
い
を
求
め
て
く
る
よ
う
に
思
う。
話

合
い
に
応
ず
る
用
窓
が
あ
る
の
か」
と

聞
く
と
「
非
常
に
難
か
し
い
問
題
で、

そ
の
用
滋
を
し
て
お
り
ま
せ
ん」
と
い

L和条約締結を控えて、回本に対する申ソ両

！の牽制はきわめて活掲だ〈写真は東郷外務

官と会う陳嬉駐日中国大使〉

�降、＝＝

急な澱化あるまい

らく問おく対応も
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てい
ると伝
えられ
てい
ます。

そうい
う謝
者が
求める縮
力に反
対

私
は衆議
院外務
蚤員会で宮沢
外
す
るん
だとい
うことです。
とい
ヲ

相に
「
日中
共
同声明で
第一一一
関も
し
ことは、
七0
年代のはじめ
から
ク

〈は
第一一一
閣の錦
団に
対し
て悶
備を
ロー
ズ・
アッ
プされ
たブレ
ジネフ・

求める
場合に
は反
対することに
問
ドクトリシな
り、
アジ
ア飽団
佼保

躍し
たと
約裂し
た。

申関側は
当然
制とい
うソ
遣

の新しい戦略

鹿開を

そ
の反
対の方法、
手段につ
い
て話
申閣が十
分に
ら
んで使っ
てきた。

合いを
求めてくるよ
うに
思
う。
話

七三
年に
なると「深く地下道
を

合いに
応
ずる用意
があ
あ
のか」
と
摺。、
至
るところで
食糧を
貯え、

聞くと「
非常に
難
かしい
問題で、
覇
権を求
めない」
とい
う毛
沢東
の

その
用践を
しており
ません』
と
い
新
しい指示
として随
所に
出てく
る

う
のが一
月下旬
の話です。
問
機悶
んです。
全
国人民
代表
大会
でも
閥

姻
を
中
閣が
日本に
求
めてくるのは
慰

来報倍、
税制骨
格報
佑とい
たると

町一一
然
だと
思い
ますがね。

ごろに出
ており、
訟
法の中にもと

中
嶋
外
務当
局、
事務レベ
ル
り入れ
られ
た。
これ
はソ連の戦
略

は、
中闘が璃桜
問題をこれほ
ど原
的展
開に
対
する申国
の戦
略であ
る

倒的に
持出す
と
は予想
し
てい
なか
と問
時に中国
自身で
公式
化され
た

っ
たんで
はないでしょ
うか 。
こ
の
世界
戦略とい
うことに
な
り
率90・

蹴
椴とか 、開栂主
義とい
う
のは、私

しかも
七二
年の上
海コ
ミニュ
ヶ

の悶べ
たところで
は
一九七一
年十
で
は
何と
アメリ
カも、
これ
に合館

一
月 、
申悶
がはじめて
参加した
国

し
日本も
同感
している。
日中山
側
係

溜総会
の
栂冠翠
演
説の申に、一

、
を県
同声明
の線で悼
すあ
限b、
も

一一
の

鵠大閣の覇
掘主義
と強
権政治
うす
でに
日本でいっ
て
いることだ

に
反

対するとい
う言葉が出
てきて
から当
然で
はないかと中国
が主
張

いるわ
けで
す。
そ
の後、
七二
年
の
す
る論
理
は持っ
てい
るわ
け
です。

元旦
社説
で、
現在の
世界情勢の
特

さ
てそこで、
共
同声
明ならとも

徴
は
天不
大乱であ
るとい
う規
定を
かく、
条
約の中に入れる
のがい
い

し、
そ
の申で刷
梅とい
う
のを出し
の
かど
うかとい
うこと
と、
それが

でき
た。

明ら
かにソ連
を溜凶するも
ので、

こ
の脳槌とい
う
のは、
終偽
のへ
今回
のよ
うに
日中、
日ソ
関係の
き

ザモニ
ー

とい
う
殻
味と還っ
て、
びしい状
視
の中で、
それを呑むこ

春秋
の五
輔とか、
覇
者とい
うよ
う
と
は、
あ
る
意味
で申
閣の戦略
の中

に
王道をゆ
く
のではなく、
閥道
を
に
日本がはまりこむ
こ
とで
すから

どうするかとい
うこ
とですね。

永
末
回
申首相が共
同声
明
の

申に
硝栂とい

う字を入れ
たのは、

ア
メ
リカもいっ
た

からと
い
う
ので

簡単に
同政
したらしい
んですね 。

朋
樹に
同恕す
れば、
日米安保条
約

にも
関係のあ
ることだし、
ソ述と

の聞に
給ぼ
うとし
て
い
る平
和条

約、
ソ迎が日本に
求めよ
うとして

い
る
ア
ジア
集団
安保、
それに
対

する
日本の
対
処
の仕
方にも
関係が

あ
るんですが、
そこを
深く
考えな

い
んですね。

中
嶋
さ
すが
のキッ
シン
ジャ

ーも米中コ
ミニュ
ケの段
階では、

照
権とい
う問題が、
これ
ほど
後に

溜味を
持っ
てくるとい
うことを
予

想せ
ずに
呑んだよ
うな気
がするん

ですね。
ところ
が申
聞は
チャ
1ン

と
伏線を
説っ
てお
白、
最
近では
帝

国主義、
組民地主
説、
覇
権主総と

一一一つ
滋ベ
て
非常に概
念をもたせて

い
ます。
白木も大変
なツケを回
さ

．
れ
たわけです。

臼刷、
日ソ
外交を
見ている
と、

日本は後手後手に
因
。 、
受け身で

す。
先方から問題を突きつ
けられ

てあ
わてるとい
う状
態で、一
月中

旬から
現在まで、
ソ
連、
申閣とも

に
首相官邸、
霞ヶ
関 、
自民党
を毎

日のよ
うにゆさ
ぶっ
てい
ま
す。
ひ

ょっ
と
すると大変な内政
問題に
な

りかねないし 、
日本のお
体性を
ど

う摂
持するか、
日本外
誌の

蹴献に

脳聞してい
るわけで
す．

だが早急な激化あるまL

平和条約締結を控えて、日本に対する

国の牽制はきわめて活発だ〈写糞は東郷
次官と会う陳撞駐日中国大使〉

民

平和条約のミ第三国覇権￥

“、、

， 

、

中
嶋
中
間はヨ
ーロ
ッパ

とい

いっ
てい
ま
すが、
この
申に
はア
ジ

ア、
日木
など
をふくめた西
側とい

う訟昧だ
と解
釈すれば、
割
合
はっ

きDずるん
じゃ
ない
か
と
思
いま

す0
・叩
閣としては、
ヨ
ーロッパ

の

ワ
ル
シャワ
条約機
構
体制のソ
連の

璃権主
錦、
それから
西欧
諸国と
ソ

連の
関係にもクサピ
を打
ち込み
た

い
とい
うことでしょ
う 。

永
末
国境確
定の話
合いも
契

蹴的な展
開は
ないわ
けで、
対
立
は

対立
とし
てもっ
ていあが、
両方と

もそ

の対況を
すぐに
激化
しよ
うと

い
う
刺激
的な
態度で
はない。
そん

なことで
持
続す石
んですかね。

中
嶋
当分は現状回定、
毛
沢

東がい
お
間
はとい
う感じ
ですね。

永
末
日中
間では、
田中平和

友好条
約の締
結
が問題に
なっ
てい

ます。
田中
訪中
の時の日
中共同
声

明に
錨一一一
胤の
朝権問題につい
て
合

訟をみ、
臨られ
てい
ますが、
こ
の

臼申平和友好条
約の申に、
中
国
側

が樹
織に
対す
る項目を入れ
ろと
嬰

． 

， 

． 

永
末
そうい
う情
警官ふま
え

での申ソ
関係
ですが、
一
昨年
行っ

た時、
郵小
平副
首相は、
私に
「
ソ

連

は百万もの蝉
隊を
中ソ国境にお

い
ている 。
従っ
て、
われわれ
は
深

ぐ
様を掘D、
ひ
ろく糧
食を貯
え、

とれに
対抗してい
石」
といいまし

． 竺竺j中村トとえ・（カツ

しばらく間おく対応：ソ連の
集団安保

ン

永
末
巾
闘の制権と
りラハ
ラ

をな
すのが、
ソ
速が
日
本
に腿
求

している
γジア
能回安保ヘ
の診
加

ですね 。
大平
外相時代に「ア
ジア

鍛団
安保をど
う考え石
か」
と
き
く

と
「聞
い
たこ
とがあ
りません」
と

い
うんです。
今年、
宮沢外相が
紡

ソした
時、
ソ
連
からいわれ
てい
ま

すね 。
た
だ、
ヨ
ーロッパ

にお
けあ

ソ避
の安全保障の
作
り方
は筋二
次

慨界
大戦の結果できた
国
境
を変
更

っ
た
罪
禍が、
今大きい波
紋を
受
ゆ

る段階に
き
た。
状
混がホッ
トな

だ

けにしばらく閣をおくような対応

が必
援なよ

うな気
もするんですρ

永
末
外交はツパ
織
り品口い
の

関係ですが、
白木では友好
綿部
と

い
うとニ
コニコ
主
義み
たいに
と
ら

れてい
る。
一
昨年中国へ
行っ
た
時

姫
髄飛外相が
「日本が十分
な軍
事

力をも
たない
間は日米
安保条約を

もっ
ている
のは当
然だ」
といっ
て

一
緒に
行っ
た社会
党議
簡はピッ
ク

リ
し
たんですが、
そういっ
た
かb

といっ
て、
中間は日米
安保条約
を

認めたとか、
ソ連も一
九七ニ
年
以

来、
外国軍
隊を撤
退しな
ければ
平

和条約は箔
ばない
など
と
はいわ
な

くなっ
た。
だから
といっ
て安
保
条

約はそ
のままで
日中は自由

怠関係

が
純ば
れ 、
日中はど
う
あろうと
日

ソは自由な関係を

結ばれる
とい
つ

よ
うな
も
のではないわ
けで
すね。

日本外交は正念場に
立っ
ているQ

ど
うい
う内
の力をもっ
て立
ち向
っ

か、
結
論とし
てど
うでしょ
う 。

中
嶋
日
中平和友
好条約も
友

好
瓶詰条
約右 、
い
ず
れも抽説的
な

も
ので、
それに
よっ
て急激に
悶
益

に
関与
する
も
のでないにも
かか
わ

らず、
中間
は実
務
協定去
さてお
い

て平和友好
条約をいい、
ソ
迎
は
北

方領土問題ではあ
あ
い
う憾度を
示

しておきながら、
次々
に
代腐を～十培

えて
く
る。
攻勢をか
けられる体
践

を見
按かれ
ているわ
けです。
こ
の

辺で
日本外交を観本的に
考え
臨す

ことですね 。

永
末
有難うござい
ました。

． 
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